
平成２３年度岐阜県立関特別支援学校
「生徒及び保護者等を対象とするアンケート」

・アンケート調査は、平成２３年７月に実施

保護者等対象アンケート集計結果

・回答者数（保護者＋学校評議員）･･･１００（回収率８８％）

次の項目について、Ａ～Ｅの該当する欄に○印を付けてください。
Ａ よくあてはまる Ｂ ややあてはまる Ｃ あまりあてはまらない

Ｄ まったくあてはまらない Ｅ わからない

上段：本年度
その１ 単位：％ 下段：昨年度

通番 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
１ 学校の教育方針や指導の内容に共感できる。 41 47 5 7

51 44 3 2

２ 学校は、児童生徒一人一人のよさや可能性を伸ばせ 47 44 6 3
教 るような活動を工夫している。 46 46 6 2

育 ３ 学校は、他の学校にない特色ある教育活動を展開し 28 47 9 1 15
方 ている。 38 40 11 11

針 ４ 学校では、先生と児童生徒が信頼し合って活動 49 43 1 2 5
している。 48 41 9 2

５ 学校は、保護者が先生にいろいろなことを相談しや 46 42 7 3 2
すい雰囲気である。 45 40 11 1 3

６ 学校は、いろいろな人との交流を大切にし、児童生 43 42 9 1 5
徒の経験を広めている。 48 37 9 6

７ 学校の教育方針や指導の内容を保護者へわかりやす 40 44 10 2 7
く積極的に伝えている。 41 38 14 7

８ 学校は、自校の教育活動に関する自己評価を保護者 32 44 14 2 8
家 へわかりやすく伝えている。 40 40 8 3 9

庭 ９ 学校は、児童生徒の様子などについて、保護者への 45 41 9 2 3
と 連絡や意思疎通を積極的に行なっている。 47 40 10 1 2

の １０ 学校は、授業や学校行事等を参観する機会を設けて、 56 38 3 0 3
連 教育活動について積極的に公開している。 46 42 8 1 3

携 １１ 学校は、進路に関する連絡や情報提供を児童生徒や 41 46 7 1 5
保護者に向けて適切に行なっている。 45 43 8 4

１２ 学校の先生と児童生徒あるいは保護者との懇談が十 49 41 5 3 2
分に実施されている。 48 41 7 4

１３ 学校の先生は、個別の教育支援計画をもとに、保護 39 44 6 4 7
者に児童生徒の成長をわかりやすく説明している。 34 44 10 1 11

１４ 学校の雰囲気がよく、教職員は協力し合って生き生 42 38 10 4 6
教 きとしている。 44 42 11 1 2

職 １５ 学校の教職員は、礼儀正しく、親切で親しみが持て 43 43 7 5 2
員 る。 42 47 10 1

１６ 学校の先生は、児童生徒に愛情を持って接している。 49 42 2 3 4
48 46 4 2



その２
通番 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１７ 学校の先生は、児童生徒たちの教育に熱心に取り組ん 50 42 2 3 3
でいる。 44 48 6 2

教 １８ 学校の先生は、専門的知識が豊かで教師としての資質を 33 44 12 2 9
職 身につけている。 40 41 13 6

員 １９ 学校の先生は、社会常識を身につけており、人間として 37 47 8 3 5
も信頼できる。 40 40 11 9

２０ 先生は、児童生徒の実態を的確に捉えている。 37 43 9 1 10
40 41 11 8

２１ 学校の授業内容や進度は、児童生徒の実態に即してい 28 54 11 1 6
授 る。 33 41 15 1 10

２２ 学校の授業には、体験的な活動が取り入れられ、児童生 43 44 6 1 6
業 徒は意欲的に取り組んでいる。 44 41 9 6

２３ 学校の授業は、児童生徒一人一人に合った教材・教具が 33 44 16 1 6
準備されている。 34 41 12 3 10

２４ 学校では、体罰の防止に努めている。 44 24 3 29
49 16 3 32

２５ 学校では、いじめや差別を許さず、厳しく対応してい 34 32 3 31
そ る。 42 18 4 36

の ２６ 保護者や関係諸機関の意見が個別の教育支援計画に反映 32 46 3 1 18
他 されている。 38 40 7 15

２７ 学校は、医療機関と常に連携を図って、児童生徒の健康 55 35 3 1 6
管理に気を配っている。 48 41 3 8

２８ 学校は、進路指導において関係諸機関との連携をきめ細 35 41 3 1 20
かく行っている。 38 39 7 16

２９ 学校は、児童生徒の安全に気を配り、緊急時の対応がし 48 41 1 10
っかりしている。 52 35 3 10

30 学校はパソコンや情報通信等の情報手段能力の向上に努 28 47 5 1 18
めている。 37 35 7 21

学校は地域における障害児教育のセンター的役割を 30 46 4 20
学 31 果たすため、乳幼児教室、教育懇談会などの実施に 35 36 5 24

A 努めている。
校 32 学校は校庭や体育施設等を近隣の学校や地域に開放する 32 43 7 3 15

など、開かれた学校に努めている。。 37 45 4 14

独 33 学校は個別の指導計画を十分活用して、個々の児童生徒 35 47 6 3 9
のニーズに応じた適切な指導・支援をしている。 34 48 9 9

自 34 学校は児童生徒の個性や能力を伸ばし、社会自立、職業 31 44 4 2 9
自立を図る進路指導を推進している。 39 42 4 15

項 学校は看護師や理学療法士との連携を密にし、医療的ケ 47 36 9 2 6
35 アを実施するなど児童生徒の健康の保持増進と安全教育 41 43 9 7

目 B に努めている。

36 学校は寄宿舎での集団生活を通して、社会自立できる児 35 36 3 26
童生徒の育成に努めている。 41 25 9 25

37 学校は施設・設備について常に安全に留意して、快適な 45 42 8 1 4
環境の維持に努めている。 44 43 7 6



「保護者等を対象」としたアンケートの分析

分 析 結 果

１ 全体としては、前年度と似た傾向を示している。またＡＢの割合が増加
してきており、順調な教育活動として評価されていることが窺える。

２ 総合的には良好な評価を得ているが、Ｅ（不明）の多い項目については
広報活動の在り方等について更に工夫が求められる。

＜ 教 育 方 針 ＞ ＡＢ･･７５～９２％ ＣＤ･･３～１０％ Ｅ･･２～１５％
共 １ 本校の教育方針は、ほぼご理解頂けていると思われる。

２ 「３ 特色ある教育活動」は、Ｃ（１０％）とＥ（１５％）がやや多い。
「キャリア教育」「交流活動」「学校美術館」など、本校独自の教育活動
を、更に充実・発展させていくことが望まれる。

通 ＜ 家庭との連携 ＞ ＡＢ･･７６～９４％ ＣＤ･･３～１６％ Ｅ･･３～１６％
１ 家庭との連携は、ほぼ満足であるという評価が窺える。
２ 「１０ 教育活動の公開」については、ＣＤ（３％）が減少している。日

ごろの学校の教育活動に保護者の方の一定の理解が得られてきているの
でさらに工夫を積み重ねたい。

項 ３ 「８ 教育方針の伝達」「９ 保護者への連絡」「１１ 進路情報の提
供」「１２ 保護者との懇談」など、ＡＢ（８３～９４％）が多く、学
校に対する期待を窺う事ができる。

目 ＜ 教 職 員 ＞ ＡＢ･･７７～９２％ ＣＤ･･５～１４％ Ｅ･･２～１０％
１ 本校教職員に対する高い信頼を窺うことができる。更に専門性の向上等精進

に努めたい。

＜ 授 業 ＞ ＡＢ･･７７～８７％ ＣＤ･･７～１７％ Ｅ･･６％
１ 授業の内容については、ある程度良好な評価を得ている。
２ 「２３ 教材・教具」については、昨年度より多少向上は見られるがＣＤ

（１７％）がやや多く、児童生徒一人一人に合った教材・教具のさらなる工
夫・開発の必要性が窺える。

＜ そ の 他 ＞ ＡＢ･･６６～９０％ ＣＤ･･１～４％ Ｅ･･６～３１％
１ 全体としては比較的良好な評価を得ている。Ｅが昨年度と同様で多い。

当校としては日々尽力しているものの、一般的には外部から判断しにくい
課題でもあり、広報活動等の在り方を検討すべきと思われる。

＜ Ａ ＞ ＡＢ･･７５～８２％ ＣＤ･･１～４％ Ｅ･･９～２０％
学 １ 概ね良好な評価を得ている。

２ 「３０ 情報手段能力」「３１ センター的役割」については、Ｅ（２２
校 ～２４％）がやや多く、広報活動等の在り方を検討したい。

独 ＜ Ｂ ＞ ＡＢ･･７１～８７％ ＣＤ･･３～１１％ Ｅ･･４～２６％
１ 概ね良好な評価を得ている。

自 ２ 「３６ 寄宿舎での社会自立育成」については、Ｅ（２６％）が比較的多く
寄宿舎生が１９名（当校児童生徒数１１３名中）である本校では、寄宿舎生

項 以外の保護者等には、寄宿舎活動について比較的知られていないことを物語
っている。今後は、寄宿舎についての広報活動も検討したい。

目



中学部・高等部 生徒対象アンケート集計結果

次の項目について、Ａ～Ｅの該当する欄に○印を付けてください。
Ａ よくあてはまる Ｂ ややあてはまる Ｃ あまりあてはまらない

Ｄ まったくあてはまらない Ｅ わからない

回答者数･･･中・高等部生徒２６名
上段：本年度

単位：％ 下段：昨年度
通番 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

教 １ 学校の先生は、生徒一人一人の良いところが 77 19 4
育 のびるように、行事などをいろいろ工夫して 68 23 3 6

方 いる。
針 ２ 学校の先生は、生徒みんなと信頼しあって活 65 29 3 3

動している。 65 31 4

家 ３ 学校の先生に、お家の人（親）がいろいろなことを 38 35 8 19
庭 相談しやすい。 58 16 7 19

と ４ 学校の先生方は、自分の将来のことなどについて親 54 35 3 8
の 切に、お家の人（親）に相談にのってくれる。 61 16 23

絡 ５ 学校の先生方は、学校の行事や出来事を、お家の人 58 28 7 7
（親）にわかりやすく伝えている。 61 10 6 23

６ 学校の先生方は、礼儀正しく、やさしくて親しみが 65 35
持てる。 65 26 6 3

先 ７ 学校の先生方は、明るくいっしょうけんめい、授業 88 12
や行事などに取り組んでいる。 85 3 12

生 ８ 学校の先生方は、よく勉強され、勉強の内容をよく 85 15
知っている。 77 16 7

方 ９ 学校の先生方は、生徒の気持ちや様子をよく知って 58 35 7
いる。 57 29 7 7

１０ 学校の先生方は、いじめや差別を許さない。 73 19 4 4
71 7 15 7

１１ 学校の先生は、いろいろ工夫して授業を行っている。 85 15
授 94 3 3

１２ 学校の授業は、よくわかり楽しく学べる。 77 19 4
業 81 16 3

１３ 学校の先生方は、注意するとき、生徒をたたいたり、 92 8
なぐったりしない。 97 3

＜例 Ａ：ぜったいなぐらない 、Ｂ：ほとんどなぐらない
Ｃ：ときどきなぐる 、Ｄ：よくなぐる ＞

そ １４ 学校の先生方は、お医者さんや看護師さん、保健室 20 42 8 30
の の先生とよく話している。 36 13 3 48

他 １５ 学校の先生方は、生徒の安全に気を配っていて安心 81 19
である。 81 7 3 9



「生徒（中学部･高等部）を対象」としたアンケートの分析

分 析 結 果

１ 生徒対象のアンケート調査は本年度で４回目である。調査にあたって
は、生徒にとって出来るだけ無理のない形で実施した。

２ 全体としては、学校生活に大変満足しているという評価を得ている。

＜ 教 育 方 針 ＞ ＡＢ･･９４～９６％ ＣＤ･･３％ Ｅ･･３～４％

１ 学校行事や職員に対する信頼感について、高い評価を得ている。

＜ 家庭との連携 ＞ ＡＢ･･７３～８９％ ＣＤ･･３～８％ Ｅ･･７～１９％

１ 概ね高い評価を得ている。
「わからない」（Ｅ）が７％～１９％と昨年より減少している。さらに

わかりやすく説明するなど工夫したい。

＜ 先 生 方 ＞ ＡＢ･･９２～１００％ ＣＤ･･４～７％ Ｅ･･４％

１ 先生方に対する信頼感という点で、非常に高い評価を得ている。
２ 全体にＣＤ及びＥが減少している。生徒一人一人に応じた対応の成果である。

＜ 授 業 ＞ ＡＢ･･９６～１００％ ＣＤ･･４％ Ｅ･･０％

１ 授業の内容について、非常に高い評価を得ている。
２ 「１２ 授業はよくわかり楽しい」は、ＡＢ（９６％）ではあるが、今後更に

どの生徒にも満足感が得られるような授業の在り方について工夫改善に努めて
いかねばならない。

＜ そ の 他 ＞ ＡＢ･･６２～１００％ ＣＤ･･８％ Ｅ･･３０％

１ 「１４ 先生方と医者・看護師等との話」は、Ｅ（３０％）を多く選択して
いるが昨年度よりは減少しているので今後ともわかりやすく説明するなど工
夫したい。

２ 「１５ 安全への配慮」は、全ての生徒がＡＢ（１００％）を選択しており、
高い評価を得ている。当校として力を注いでいる教育方針が、生徒にも十分
伝わっていると思われる。


